
地

-

球

節
十
五
侮

節
五
紙

三

三

三
八

富

田

敬

大

京

都

市

賓

現

近
時
人
口
の
都
市
基
中
益
々
濃
厚
と
な
-
'
農
民
は

農
典
を
捨
て
漁
民
亦
漁
具
を
放
棄
し
て
都
市

へ
と
基
申

す
る
結
果
'
榔
巾
自
鰭
は
既
に
人
口
他
和
状
態
に
達
し

収
容
力
を
減
じ
っ
つ
あ
る
.
此
魔
に
於
で
勢
､
都
i=
の

周
線
部
に
膨
張
し
接
漬
町
村

へ
の
進
出
を
飴
儀
夜
-
せ

し
め
ら
れ
た
｡
而
し
て
此
等
接
続
町
村
の
都
市
化
と
北
ハ

ほ
郡
市
と
の
交
通
は
糞
便
と
夜
-
'
簡
潔
在
る
蛋
束
と

閑
静
在
る
自
然
風雪

土
地
の
安
倍
等
と
相
侯
っ
て
人
口

基
中
皮
を
尚
め
'
或
は
鹿
宅
低
域
に
或
は
工
場
地
筒
に

撃
枚
病
院
等
の
如
設
地
ほ
益
々
利
用
せ
ら
れ
､
都
田
の

人
口
増
加
率
の
二
倍
三
惜
或
は
そ
れ
以
上
の
急
速
在
る

増
加
額
展
を
凍
し
っ
㌧
あ
る
｡
走
れ
世
邪
的
の
北
ハ通
現

象
ほ
し
で
大
都
市
耕
此
傾
向
が
著
し
い
｡

我
京
都
市
は
於
で
も
此
傾
向
年
々
甚
だ
し
-
周
縁
部

は
忠
通
在
る
壁
旭
を
刺
し
ー
市
村
の
亜
邪
を
企
-
超
越

し
て
輔
椅
化
し
っ
つ
あ
る
｡
茄
に
於
で
､
此
等
の
接
頂

町
村
を
輸
入
し
'

一
都
市
の
下
は
統
各
あ
る
各
種
の
文

化
施
設
の
必
袋
と
.
叉
我
市
の
特
徴
た
る
遊
覧
都
市
の

泉
債
を
遺
憾
度
-
敬
揮
せ
し
ひ
る
薦
め
は
'
近
郊
に
散

在
す
る
幾
多
の
名
勝
着
地
を
包
容
す
る

一
大
都
市
の
出

現
jtTtl計
毒
し
､
昭
和
六
年
四
月

一
日
新
に
伏
見
市
外
二

町
廿
四
ケ
相
計
編
入
し
､
面
積
は
日
本
窮

一
棟
､
人
口

九
十
五
常
飲
の
大
都
市
が
生
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡

編
入
後
の
京
都
市
域

平
安
遷
都
常
時
の
平
安
京
は
兼
は
加
増
川
よ
り
酉
は

桂
川
ま
で
北
は

1
修
よ
み
閣
九
櫨
に
至
る

1
大
都
で
あ

っ
た
｡
歴
史
の
麹
蓬
に
裡
以
都
市
の
形
態
よ
-
境
域
に

も
亦
影
響
し
'
時
代
に
よ
-
様
々
の
形
態
を
な
し
て
ゐ

た
が
結
局
昔
の
左
京
を
中
心
と
し
た
も
の
で
右
京
は
長

-
相
聞
糧
地
で
経
つ
光
｡
近
時
の
京
都
帝
の
膨
脹
は
戯



固

み
ら
れ
夜
か
っ
た
♯
Hの
右
京
の
地
に
及

ん
で
完
全
に
平
安
時
代
の
着
京
ま
で
市

術
化
し
っ
!
あ
っ
た
｡
今
般
の
編
入
は

其
着
京
の
地
は
勿
論
､
北
は
丹
波
高
原

の

l
部
分
た
る
愛
宕
葛
野
の
二
郡
の
山

地
か
ら
商
は
紀
伊
郡
全
部
を
完
金
に
編

入
し
､
東
は
滋
賀
順
境
で
比
叡
山
か
ら

逢
坂
山
を
樫
で
南
に
延
び
宇
治
郡
の
大

牢
を
入
れ
'
両
は
丹
波
高
原
の
東
鼎
山

地
ま
で
及
び
､
其
鹿
家
賓
に
東
西
約
七
｡

五
肝
､
南
北
約
六
･三
粁
､而
稽
二
八
八

万
粁
飴
､
人
口
は
約
九
十
五
寓
で
日
本

第
三
位
と

い
ふ
頗
大
在
も
の
と
在
っ
た

編
入
さ
れ
た
各
町
村
の
面
積
人
口
を
表

示
す
れ
ば
左
の
迫
-
で
あ
る
｡

火

滋

都

iE
水

塊

ニ:.二

三
九
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方

粁

二
･
八
八
四

.i
O
｡
〇
七

1

二
エ

ハ〇
六

九
｡
二

八
託

1
丁

八
七
六

七
｡
EI
六
五

四

･
六
七
三

二
エ
ハ
九
九

二
二
二
ハ
七

三
ユ
ニ
0
0

桝
｡〇

八
七

1
七
･
五
三
七

一
･
八
八

.:

三
二

｡
七

二

九

.1
0
｡
三
六
五

t
九
｡
七
四
二

六
･
七
二
四

qs
i･
〇
二
誠
.

九
･
.IL
L

二
･
糾
二

一

四
･
三
九
六

人

三

一
'
五
八

三

八
'
四
五
九

.L
p
Z10
1.i

光
'
七

六
七

t.
'
六
･(
三

1
'
二
四
八

二

r
O

.i
八

1
二
.

六
1
九

三
二

七
七

二
､
六
八
八

二

､
八

.#

七

三
'
〇
八
五

二
'
四
五
九

八

､
九
六
八

二

'
〇

五

滋

1
.
三
四

三
'
二
九
二

五
へ
〇
〇
九

二
六
'
六
六
五

四
'
六
八
九

証

'

六

C
3
三

か
く
面
積
は
狭

さ
は
納
所
の
〇
･
九
八
七
万
粁
手

｡

大
は
嵯
峨
町
の
三

二
万
粁
飴
に
至
る
ま
で
合
計
二
二
八

万
粁
飴
を
編
入
し
､
贋
市
の
四

｡
七
倍
弧
の
大
面
積
と

在
っ
た
.
然
し
全
面
積
の
三
分
の
二
は
山
地
で
寧
地
は

僅
か
に
三
分
の

一
に
過
ぎ
を

い
と

い
ふ
｡
此
鮎
は
他
の

大
都
市
と
大

い
に
異
る
鮎
で
あ
っ
て
戯
大
在
る
山
地
ま

で
市
域
に
編
入
せ
ぬ
げ
在
ら
な
か
っ
た
甜
由
は
泰
速
に

あ
る
か
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
｡

人

口

人
口
問
題
が
今
回
編
入
問
題
の
根
幹
を
な
す
も

の
で

あ
る
以
上
瞥
然
編
入
町
村
の
人
口
異
動
状
態
が
問

題
と



な
る
わ
け
で
あ
る
0
年
前
表
を
通
鷹
す
る
は
伏
見
雄
は

喋
々
二
｡八
八
四
万
肝
の
所
は
三
常

一
千
飴
人
あ
-
､
其

密
庇
は
紀
-
べ
し

一
方
粁

一
寓
を
超

へ
編
入
地
域
政
大

/.･Jr.･
IJ与

大

京

都

市

･既
視

の
密
度
で
あ
る
0

此
ほ
反
し
北
方
山
地
お
古
ひ
る
舗
相
は
非
常
を
寡
少

で
就
中
栴
ケ
畑
村
の
如
き
は
僅
か
に

.1
万
粁
密
度
六
十

八
人
は
過
ぎ
な

い
地
域

も
あ
る
｡

一
般
は
市
に
按
績
す

る
地
域
は
寛
政

･
密
度
と
も
大
在
る
事
は
勿
論
で
あ
る

が
､
就
中
人
口

一
粛
以
上
を
超
ゆ
る
も
の
は
太
秦
'
西

院
'
花
園
､
保
革
､
山
科
･伏
見
ほ
し
で
此
六
ケ
市
町
村

で
仝
人
口
の
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
h
t超
え
て
ゐ
る
｡
従

っ

て
残
飯
の
廿

7
ケ
相

の
人
口
各
計
を
以

っ
て
し
て
も
仝

鰭

,り
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な

い
｡
此
塵
に
於
で
大

部

分
の
町
村

は
人
口
薯
数
の
少
な

い
田
園
的
村
落
に
過

ぎ
覆

い
事
が
戴
は
れ
る
O
(
第
二
閲
人
口
密
度
間
参
照
)

兼
京
揃
接
縛
近
郊
町
村
の
入

日
絶
計
が
兼
義
雄
の
人
口

に
殆
ん
ど
等
し

い
状
態
に
あ
る
も
の
と
は
大

い
に
意
義

,<LJ異
に
し
て
ゐ
る
｡
但
し
東
京
市
が
今
日
か
-
の
如
-

膨
大
し
た
接
縛
町
村
を
編
入
す
る
に
つ
き

一
大
困
難
は

遭
遇
し
て
ゐ
る
ら
し

い
か
ら
従
に
人
口
膨
大
せ
ぬ
う
ち

編
入
し
住
宅
匿
城
工
業
地
匿
等
を
設
定
し
統
合
的
各
種

都
市
的
甜
憩
施
設
を
施
rb
A
と
す
る
遠
大
の
計
憲
に
よ

ら
編
入
せ
ら
れ
た
も
の
と
開

い
て
み
る
｡

三

宝

柑

i



地

球

節
十
五
容

量
膿
と
し
て
は
か
-
人
口
問
題
の
上
よ
-
見
て
今
急

に
編
入
を
せ
ぬ
ば
を
ら
粕
と
恩
は
れ
る
鮎
は
夜

い
が
帝

縛
接
頂
地
の
町
村
は
近
々
十
年
間
は
於
で
究
-
べ
き
急

速
を
磯
展
を
凍
し
て
ゐ
る
｡
今
左
は
各
市
町
村
の
人
口

相
加
率
を
率
不
し
其
趨
勢
状
態
を
見
る
ほ
過
去
十
ヶ
年

乃
至
γT1.;ケ
年
間
に
於
け
る
相
加
状
態
が
同

1E
で
な
く
､

二
者
の
間
に
著
し

い
差
が
あ
る
｡
例

へ
は
僅
革
町
の
如

き
は
最
近
五
ケ
年
間
の
樹
加
率
は
桟
か
二
十
五
%
で
あ

る
が
ー
十
ケ
年
間
の
埼
加
率
は
四
育
二
十
%
の
物
加
率

で
あ
る
｡
此
は
初
か
ら
五
ケ
年
間
に
庶
-
べ
き
槍
加
で

敢
早
市
縛
地
化
し
敢
近
の
五
ヶ
年
問
は
於
で
は
著
し
-

其
率
が
低
下
し
た
事
が
窺
は
れ
る
｡
按
槙
町
村
以
外
の

周
縁
部
の
町
村
に
な
る
と
其
樹
加
率
が
殆
A
ど

一
率
的

状
態
に
あ
る
｡
此
等
周
縁
部
の
田
園
町
村
は
何
等
人
口

問
題
上
直
接
薦
京
都
iE
の
影
響
を
蒙
っ
て
ゐ
夜
･S
普
通

の
町
村
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
｡

編
入
町
村
の
人
口
増
加
率

十
四
坤

茄

ケ
人

.F

.
隼

村

加

臼
大

正
九
咋

十
ヶ
年
関

東
昭

和
瓦
解三

桁

加

額

三
ユ
ニ好

一

倍

率

院
村

松
ケ
岬
村

上
教
茂
村

大

･:=･=

付

肥

ケ
峰
村

米

韓

村

田

位

相

京

柏

村

株

制

川

岡

村

桧
促
村

梅

紳

利

嵯

峨

村

北

開

村

椿
ケ
州
村

岡
島

村

卯

内

村

粍

串

叩

竹

m

村

宵

群
院
村

上
･27羽
村

:=
･;:
朋
付

票

山ハ
五
二
｡
八
肘
州

三
四
･
五
%

二
.j
･
七
㌦

三
丁
〇
%

ニ
丁

八
%

九
七
ユ
ニ〟
川

八
丁
四
%

四
七
｡
六
%

.L
九
･
八
Y
T

八
･
七
肘
川

七
･
六
%

l二

･
九
肘川

一
九
｡七
%

六
九
｡
〇
%

城

四
｡
〇
%

三
四
｡
四
%

1
川
･
.二
%

二
五
｡
七
%

三
丁

友
好

J
四
･
五
%

一
八
･
八
肘川

1
七
二
TW
川

一
五
一
･
二
%

六
〇
二
一%

五
四
ヱ
l%

四
八
.
八
%

四
則
･
八
%

二
一
八
エ
ハ
%

三
二
五
二

貯

五
九
｡
O
W
川

二
二
･
四
%

二
丁

八
pJ

l
八
エ
ハ%

三
八
｡
四
%

円
dI九
･
一
が
.I

二
ハ
∵

一
%

湖

四
ェ

%

七
八
･
四
%

六
二
｡
八
%

四

二
〇
エ

ハ
%

七
三
二
二
%

九

..
･
八
1%

三
光
･
六
1-/
捕

二
七
･
況
好



右
の
う
ち
敢
79
人
口
塘
加
率
の
大
覆
る
も
の
は
過
去

十
ケ
年
間
に
放
て
は
保
革
町
に
し
て
四
二
〇
パ
ー
セ

ン

ト
の
増
加
tで
あ
る
O
即
ち
保
革
は
十
ケ
年
間
に

四
倍

損

の
増
加
で
如
何
に
急
速
在
る
膨
張
で
あ
る
か
が
判
る
｡

次
は
西
院
(
三
二
五
%
)
太
秦
(
二

一
八
%
)
荘
園
(
一
六

l
㌦
)
修
撃
院
(
一
五

一
宛
)
山
科
二

〇
二
%
)
の
順
に

し
て
等
し
-
憂
患
的
膨
脹
で
市
内
に
収
容
し
能
は
ざ
る

向
が
此
隣
接
地
町
村

へ
押
寄
せ
た
も
の
に
他
な
ら
伯
｡

此
等
高
率
堅
ホ
す
地
域
は
多
-
は
佐
宅
地
か
叉
は
工
業

地
と
な
つ
y
ゐ
る
も
の
に
し
て
償
iE
と
接
潰
し
交
通
空

似
何
等
嘗
市
内
と
異
る
鮎
が
な

い
ま
で
市
村
化
し
た
地

域
で
あ
る
｡
故
に
此
等
地
域
の
編
入
は
寧
ろ
遅
さ
位
で

あ
る
が
.
四
方
及
北
方
叉
は
東
南
部
の
山
地
を
占
ひ
る

大

東

都

市

米

朝

･畠 箪 -.も~r'O . ･J. 編√■ 人-1一対 町村･9.. 令
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周
縁
部
の
町
村
は
此
方
再
よ
-

眺
め
で
も
都
市
は
絹
入

す
る
必
要
数
認
め
る
様
な
人
口
上
の
問
題
は
覆

い
や
う

で
あ
る
｡

貢

七

四
三



地

球

解
十
五
容

叉
六
大
都
市
の
五
ケ
車
間
に
於
け
る
平
均
人
口
増
加

率
は
つ
い
て
見
る
ほ
左
の
表
に
示
す
通
-
構
潜
が
最
大

に
し
て
'
次
は
名
古
屋
'
大
阪
の
順
に
し
て
､
京
都
'

碑
戸
は
温
か
に
下
-
東
京
は
到

っ
て
は
鮮
-
べ
き
不
成

績
堅

耶
し
て
屠
る
｡
此
等
の

一
々
に
つ
い
て
の

事
情
は

明
か
に
す
る
材
料
教
材
せ
覆

い
が
察
す
る

は東
萩
叩
が

か
-
の
如
き
.{
成
績
を

ホ
し
た
所
以
は
市
内
は
敢
早
人

口
他
動
状
態
に
達
し
､
こ
れ
以
上
相
加
の
絵
皿
が
な

い

か
ら
で

(
従

っ
LtJ
郊
外
接
頂
町
村

へ
溢
れ
出
で
接
槙
町

村
の
人
口
益
々
塘
加
す
る
)
あ
ら
う
｡
横
潟
が
第

一
位

を

ホ
す
理
由
は
大
震
災
の
復
衝
は
仲
ふ
八
込
み
が
最
大

の
原
因
か
j
J
考

へ
ら
れ
る
｡
名
古
屋
､
大
阪
は
共
は
編

入
も
近
年
行
は
れ
獅
ほ
人
口
包
含
力
あ
-
且
っ
入
込
､

自
然
共
に
増
加
大
で
あ
る
か
ら
か
-
好
経
基
堅

印
し
た

も
の
で
あ
ら
う
｡
我
薦
茄
都
に
至
っ
て
は
､
此
等
の
諾

市
に
比
し
劣
る
の
み
在
ら
ず
今
般
編
入
地
域
の
過
去
五

ケ
年
間
の
平
均
塘
加
率
を
加

へ
て
75｡荷
劣
る
｡
依
っ
て

乙
の
方
面
よ
-
眺
め
で
も
同
じ
-
人
口
聡
加
に
件
ふ
班

由
か
ら
班
大
在
る
地
域
編
入
の
必
要
は
火
急
を
婁
す
る

問
題
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
｡

節
誠

雛

票
八

四
四

六
大
都
市
の
人
口
簡
伽
率

譜

翁

那
桝
相
克

榊

恥
桝
的

中上
均i7u
人ヨJl.
ロケ
将卒
加Fiり
率1:I:
･itミ

大和名
古
帥flJ.･山

人

目

仙

人
目

板

二
二
二
八
.
七

六
五

二

ハ〇

～,.T

七
四
､九
六
二

三
八

以

〓
｢
八
四
四

∵
八
一

tL

八
三
.二
二
i

l
一
八

二

∴
∴
十

㌦

.
∴

〇
･
〇

三
〇

六
三
六
七

〇
･〇

〇
七

四
二
五
五

〇
｡〇
三
三
七
七
1
七

〇

｡〇
二
二
五
八
六
1

O
｡〇
一

〇

L,〇
一
三
八
八
立
川

八
七
七
三
三

潰

1
〇
五
'二
一
九

二
〇
川

O

｡〇
三
七
八
七
五
八

(京
都

△
印
は
新
編
入
地
域
を
食
む
人
口
榊

加
串)

然
ら

ば

編

入

の
排

由

は

何

か

｡

勿

論

ジーー!
由

は
人
口
冊

遇
の
み
で
夜
-
多
種
参
政
で
あ
る
が
就
中
既
に
述
べ
た

追
-
､
本
市
在
額
の
特
徴
た
る
遊
歴
的
都
市
と
し
て
の

異
慨
を
遺
憾
を
-
教
理
n
す
hrU
め
は
近
郊
は
散
在
す
る

幾
多

の
名
勝
､
遊
兜
地
等
を

一
宿
L
LJ
都
市
た
ら
し
ひ

る
鮎
及
び
統
(
=
的
都
仰
完
成
､
都
市
計
毒
に
基
-
伴
宅

地
匿
､
工
業
地
匿
の
設
定
等
が
其
束
在
る
理
由
の
如
-

解
せ
ら
れ
る
｡
撫
論
か
-
の
如
き
編
入
問
題
等
は

一
面

政
治
問
題
で
班
諭
上
叉
賓
際
上
の
問
題
を
慮
越
し
て
行

は
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
其
班
由
を

一
々
地
理
塾
上
兄



揖
す
轟

は
因
難

で
あ

-
､
且

つ
又
そ
れ
は
本
編

の
鹿
旨

と
す

る
所

で
な

い
が

只
事
官

を
地
理
上

よ
-
見

て
論

述

し
た
に
過
ぎ
な

い
｡
光
も
敢
初

の
編

入
計
某

は
西
南

周

縁

部

の
七

ケ
村

･,lLJ除

い
た
も

の
で
あ

っ
た
が

彼

此
七

ケ

村

む
も
加

へ
ら

れ
た
も

の
で
あ
る
｡

行

政

匿

割

編

入

後
の
行
政
情
調

は
京
都
府
骨

示
第

二
雪

一
十
雛

を
以

て
布
告

せ
ら

れ
た
｡
同
音

示

全
文

を

ホ
す
と
左

の

通

わ
で
あ

る
｡

i=i
榔
肘
華
が
撃

膏

二
十
兆

伏
見
村
外
二
十
六
ケ
町
村
を
臆
し
北
長

城
堂
山
珊
iE
に
嗣
入
せ
ら
る
る
に
付
こ
れ
に
仰
ふ
京
都
市
の
帳
の
誰
耽

及
び
城
豊
松
証
人
の
池
淀
め
糊
聖

ハ
舛
四
月
一
EE
よ
-
こ
れ
を
些
灯
す

昭
利
六
聖

ニ
〃
二
十
三
日

加
榔
肘
如
如

圭
加
隅
-
上
訳
帆
の
･ia
非
を
蟹
史
し
愛
･:S
郡
上
兜
碓
村
､
大
山=･=相
､
聴

ケ
峰
村
の
地
域
を
加
入
す

薫

別
柘

-
空
=蒜

の
城
外
を
担
粧
し
愛
ハ小
郡
修
韓
位
相
､
松
ケ
略
村
の

地
域
を
郎
入
す

氷
-;
隅
-
舵
:_
帳
の
･ij,非
を
週
吏
し
字
肺
邦
山
科
町
の
地
を
細
入
す

下
i=i
隅
-
下
米
桝
の
城
外
を
誕
放
し
紀
仰
禦
.蒜

舵
村
､
上
鳥
羽
村
の

地
を
約
人
す

煮
加
併
し
={
野
那
花
関
村
､
西
院
村
､
太
春
材
'
梅
ケ
畑
村
､
昧
桃
町

赫
津
村
'
茄
仲
村
'
絵
描
村
'
種
村
､
川
川
村
の
地

域
を
以

火

i=i
都

市

米

朝

圭

･し圭

一1■一一t一lT1-
1.t'▼一t一一■

っ
て
新
に
ホ
瀧
帳
を
紀
-

伏
見
院
-
伏
見
1-
'
紀
仰
邦
竹
川
村
'
粍
畔
町
､
叩
門
村
､
下
鳥
羽
村

構
大
路
村
､
納
仲
村
'
同
比
肘
､
字
拍
淋
悦
醐
村
の
地
域
を

も
っ
て
新
に
伏
見
帳
を
耽
-

と

あ

-
新

行
政
低

域

は
明
瞭

で
あ

る
｡
此
他
編

入

地
域

に
闘

係
覆

い
常

雄

の
中
東
匿

が

あ

る
か
ら

'

つ
ま

-
金

城

を
七
位

に
分
け

で
あ

る
｡
而

し
て
各
閲

の
面
積

､
人

口
を
琴

ボ
す

れ
ば
左
表

の
通

-

ほ
在

る
｡

拓

名
.11

-,f

-J

J力

1fH

I

rヽ

1hT

.‖~

.h‥

=卜

',l

;M

柿

.

-
ヽ

I.I

′一
｣
･

丸

い

氷

山

院1,は

ー
･

｣-T

.い

伏

見

帳

合

計

1I

./･J

T:

HLH

四
五
甘
九
一
三
方
粁

七
三
.L三
三

.i
八
･｡九
七
一

一
11

丁

六

七
八

三
光
｡
七
九
八

九
九
｡
二
八
〇

証
〇
･七
七
一

二
八
八
｡
六
四
六

人

口

l二

九
､九
託
〇
人

一
六
三
.八
九
〇

二
1
二
p円
〇
三

一
〇
七
二

一
七

二

二
五
七
六

五
九
'
二
六
六

七
九
二

九
五

九
光
二
'
三
九
七

祐

村

六
〇
･四
二
九

七
六
空

1
讐

l

石
衣

で
明

か
な

る
が

如

-
両
種

澱

も
大
な

る
国

は
右

京
園

に
し
て
倦

苗

の
約

一
倍

牛

に
及
ぶ
班
大
在

る
地
域

で
あ

る
が
人

口
は
僅

々
六
商

に
達
せ
ず
p

一
面

の
田

園

と
猪
や
猿
が

棲

む
奥

山
が
其
大
部
分

を
占

め

て
ゐ
る
｡



地

拭

節

十

五

位

骨
は
京
に
附
合
あ
わ
と

い
ふ
言
葉
で
田
園
が
都
人
士
に

め
づ
ら
し
が
ら
れ
て
ゐ
た
が
現
在
で
は
田
合
に
京
あ
-

と

い
ふ
顧
倒
し
た
状
態
と
在
っ
た
｡

因
に
新
匿
の
置
役
所
は
右
京
匿
は
太
秦
に
'
父
伏
見

匿
は
伏
見
に
設
被
せ
ら
れ
た
O

産

業

編
入
叩
町
村
の
.産
業
は
大
髄
農
(
林
)
工
､
商
の
三
業

に
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

-1

農

業

編
入

地
域
の

大
部
分
が
山
林
と
耕
地
と
か
ら
iqt･6
る
農

村
地
で
あ
る
か
ら
==旗
を
以
て
古
雅
鎌
活
の
状
棟
と
し
て

兼
ね
｡
然
る
は
近
時
嘗
京
都
i;
工
業
の
急
速
夜
磯
展
に

件
以
接
組
町
村
は
工
業
地
帯
と
化
し
'
純
農
家
の
割
合

は
商
工
家
の
増
加
に
反
し
て
年

一
年
と
減
少
し
其
生
産

高
も
工
産
物
は
凌
嚢
n
れ
工
業
塗
産
額
の
約
十
分
の

1

ほ
過
ぎ
な

い
｡
然
し
近
郊
は
肥
沃
在
る
山
城
平
野
の

一

部
分
は
皆
-
耕
地
組
面
積
は
五
千
四
百
町
歩
に
達
し
､

〔
各
地
域
の
二
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
)
米
入
歯
七
千
石
飴
､

歩
二
繭
玉
千
石
飴
を
主
と
し
其
他
説
莱
p
果
樹
等
の
栽

培
地
と
L
y
政
も
基
約
的
農
耕
の
進
歩
せ
る
地
域
で
あ

節
五
舵

孟
O

Ei7T大

る
又
山
地
と
卒
地
と
の
間
の
洪
積
層
の
丘
陵
地
は
茶
と

笛
の
韮
要
分
布
隈
を
恋
し
.
宇
治
茶
､
山
城
符
の
産
地

で
あ
る
｡
嘉
都
は
其
位
置
海
は
遠
-
交
通
不
便
な
時
代

は
海
産
鮮
魚
の
供
給
白
由
で
在

か
っ
た
関
係
上
海
産
珍

味
に
代
る
ほ
説
莱
粁
=itfを
以
っ
て
し
た
か
ら
流
束
栽
培

の
技
は
特
は
優
れ
て
ゐ
た
｡
彼
の
里
護
院
大
堪
等
は
此

の
代
表
的
在
も
の
で
元
は
聖
護
院
附
近
は
其
主
栽
培
地

で
あ
っ
た
が
栽
培
地
は
漸
次
佐
宅
地
と
な
っ
た
観
係
上

今
日
は
於
て
は
薦
市
の
周
縁
部
ほ
と
移
動
し
洛
北
修
撃

院
方
面
が
其
産
地
と
在
っ
て
ゐ
る
｡
叉
千
枚
漬
の
原
料

と
在
る
玄
琢
燕
は
大
宮
柑

附近
む
中
心
に
､
す
ぐ

うは

上
賀
茂
方
面
を
主
産
地
と
し
て
栽
培
n
れ
北
ハほ
京
名
物

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
｡
其
他
山
科
茄
子
､
柾
瓜
'

山
科
の
メ
ロ
ン
､
葡
朝
等
狗
特
の
名
が
あ
る
も
の
が
多

い
が
其
壁
慶
箱
は
此
校
的
僅
少
で
あ
る
｡
近
郊
の
投
付

は
米
審
の
主
要
作
物
よ
-
は
寧
ろ
洗
薬
栽
培
が
利
潤
多

い
踊
係
上
殆
ん
ど
就
楽
園
ね
ら
ざ
る
は
在
-
懲
未
都
珊

需
要
の
大
部
分
を
満
し
て
凍
死
｡

編
入
地
域
の
罫
婁
塩
産
物
珪
産
高
は
次
の
通
わ
で
あ

る

0
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作
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音

乱
す
及
卯
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葉
農
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物
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閥
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工

業

編
入
市
町
相
中
に
は
琴

=蒜

市
の
影
響
を
受
け
有
水

若
干
の
工
業
が
あ
っ
た
が
小
規
模
な
家
庭
工
業
に
し
て

産
讐

い
ふ
iJ,
凪
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
誓

只
伏
見
の
醸

造
業
は
其
起
頂
古
-
且
っ
産
敬
亦
四
近
ほ
此
な

い
も
の

で
あ
っ
た
｡
近
年
機
械
工
業
が
勃
典
し
各
地
に
大
小
の

工
場
旅
立
し
､
基
確
度
報
は
左
末
に
示
す
通
わ
銅
大
地

･..I.･JJ
iI･････:･
=T.
I
I
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三

光

｡韮
吏
工
産
物
(
胆
偉
簡
閲
)京
都
府
統
計
事

大
]={
都

市

･::=

硯

着
衣
に
明
か
在
る
如
-
嘗
紀
伊
郡
長
も
多
-
背
高
野

郡
に
属
す
る
地
方
が
最
79
少
-
二
者
の
間
に
格
段
の
相

違
む
見
る
｡
暫
紀
伊
郡
下
の
工
産
徹
の
大
部
分
は
伏
見

よ
ら
産
出
せ
ら
れ
'
伏
見
は
各
種
工
業
の
中
心
地
に
L

y
,
滞
酒
(
一
三
六
四
簡
閲
)
映
淋
(
一
九
C
嵩
圃
)
焼

酎
(
二

三

親
閲
)
木
製
晶
(
九
九
苗
圃
)電
気
瓦
斯
器
具

〔
九
五
南
側
)
金
属
製
品
(
九
正
常
圃
)
植
物
油

(
l
五
簡

閲
)水
産
製
造
物
(
三
C
苗
圃
)薬
品
(
.i
六
簡
閲
)
織
物

(
十
苗
圃
)酒
樽
(
四
五
嵩
恒t
)
醤
油
(
二
〇
簡
閲
)
艶
物

(
九
〇
溺
圃
)製
綿
(
三
C
常
田t
)等
"LJ主
と
し
て
合
計
年

頼
二
千
三
空

ハ
十
常
例
に
達
し
編
入
地
金
域
の
金
堂
産

裾
の
約
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
近

5
0

711P
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四
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地

球

節

十
五
港

次
は
著
野
郡
太
秦
､
荘
園
を
中
心
と
す
る
映
笛
製
作

事
業
に
し
て
阪
妻
､
日
清
､
帝
キ
ネ
､
千
憩
減

(
以
上

大
森
)

マ
キ
ノ
(
花
園
)等
の
諸
撮
影
所
轄
を
並
べ
此
等

従
業
員
は
数
千
人
は
及
び
'
年
産
概

7
千
数
宵
薗
囲
は

接
し
我
閣
第

一
の
快
諾
術

を
作
皇
鼎
に
東
洋
の

'1
リ
ウ

ッ
ド
の
名
に
背
か
な

い
｡

相
相
方
酉
院
､
太
秦
､
梅
津
､
音
極
の
諸
村
に
捗
る

完
W
は
嘗
iE
西
ノ
京
p
壬
4
万
両
と
連
結
す
る

7
大
工

業
地
匿
を
な
し
製
綿
(
日
本
ク
ロ
こ

晒
木
綿
､
友
碑
等

の
舗
工
業
盛
ん
で
あ
る
｡

其
他
北
方
山
科
方
面
も
近
時
各
種
工
業
敬
属
し
鎌
鮎

を
始
め
大
小
工
場
甘
五
十
飴
に
及
び
其
産
額
七
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